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明
治
時
代
は
、
日
本
史
上
で
最
も
大
き

な
変
革
の
時
代
で
す
。
江
戸
幕
府
が
倒
れ

る
と
と
も
に
、
廃
藩
置
県
や
廃
刀
令
、
秩ち

つ

禄ろ
く

処
分
な
ど
に
よ
っ
て
鎌
倉
時
代
か
ら
続

い
た
武
士
の
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
、
憲

法
の
制
定
や
議
会
の
設
立
、
官
僚
に
よ
る

行
政
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
近
代
化
が
大
き

く
進
ん
だ
時
代
で
し
た
。

　

特
に
、
維
新
政
府
は
中
央
集
権
化
を
進

め
る
た
め
、
藩
政
改
革
を
実
施
。
各
藩
多

様
で
あ
っ
た
支
配
制
度
を
一
律
と
し
、
廃

藩
置
県
を
断
行
、
藩
を
廃
し
県
を
置
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
改
置
府
県
に
よ
っ
て
、

県
の
参
事
（
現
在
の
知
事
）
を
政
府
が
派

遣
す
る
役
人
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
革
の
中
で
、「
都

城
県
」
が
誕
生
。
わ
ず
か
１
年
２
カ
月
と

い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
都

城
の
名
を
冠
し
た
県
が
存
在
し
ま
し
た
。
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本
特
別
展
で
は
、
幕
末
以
降
の
世
の
中

の
動
き
を
見
な
が
ら
「
都
城
県
」
誕
生
の

意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
大
変
革
の
時
代
に
人
々
が
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
併

せ
て
紹
介
し
ま
す
。

令和３年度 都城島津伝承館特別展　都城県置県150年記念令和３年度 都城島津伝承館特別展　都城県置県150年記念

都城県誕生都城県誕生
　−近代都城の出発−　−近代都城の出発−
　令和３（2021）年は、明治４（1871）年の廃藩置県および都城県設置から150年に当たります。　令和３（2021）年は、明治４（1871）年の廃藩置県および都城県設置から150年に当たります。
　今回は、都城県置県150年を記念して、わずか１年２カ月ではあったものの存在した「都城県」　今回は、都城県置県150年を記念して、わずか１年２カ月ではあったものの存在した「都城県」
を広く知ってもらう特別展について、紹介します。 ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23－2116を広く知ってもらう特別展について、紹介します。 ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23－2116

麒麟鳳凰図屏風（麒麟図）
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桂 久武
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要
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◉
会
期　
11
月
28
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
日

◉
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
（
３
０
０

円
）、
高
校
生
・
大
学
生
３
０
０
円

（
２
０
０
円
）、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
本
宅
は
小
学
生
以
上
１
１
０
円

◉
主
な
展
示
史
料

【
麒き

麟り
ん

鳳
凰
図
屏び

ょ
う
ぶ風

（
鳳
凰
図
）、
麒
麟
鳳

凰
図
屏
風
（
麒
麟
図
）】（
都
城
島
津
邸
所

蔵
）

　

こ
れ
ら
の
史
料
の
箱
書
を
見
る
と
、
嘉

永
６
（
１
８
５
３
）
年
12
月
、鹿
児
島
（
薩

摩
）
藩
主
島
津
斉
彬
の
巡
見
の
際
に
製
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

狩
野
派
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
、
各
隻
の

大
き
さ
が
異
な
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

【
桂
久
武
写
真
】（
都
城
市
教
育
委
員
会
所

蔵
）

　

天
保
元
（
１
８
３
０
）
年
、
日
置
領
主

島
津
久
風
の
第
５
子
と
し
て
生
ま
れ
た
久

武
は
、
桂
久ひ

さ

徴あ
き
ら

の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
藩
に
出
仕
し
、
勘
定
奉
行
や
大

目
付
な
ど
の
役
職
を
経
て
、
家
老
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
に
は
藩
政
改

革
を
担
う
た
め
に
参
政
職
と
な
り
、
翌
年

に
は
大
参
事
に
任
命
さ
れ
、
西
郷
隆
盛
と

と
も
に
藩
政
を
掌
握
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
、
久
武
は
都
城

県
参
事
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
に
都
城
に
着

任
し
て
い
ま
す
。

講
演
会（
無
料
）

　「
幕
末
維
新
期
の
薩
摩
藩
と
都
城
」

を
テ
ー
マ
に
、
大
賀
郁
夫
さ
ん
（
宮

崎
公
立
大
学
教
授
）
お
よ
び
籾
木
郁

朗
さ
ん
（
宮
崎
県
西
都
原
考
古
博
物

館
館
長
）
が
講
演
し
ま
す
。

◉
日
時　
11
月
６
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

◉
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
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